
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

令和６年４月より中学生の通院医療費を新たに助成対象とする。

来年度以降の方
向性

令和７年４月より高校生の入院・通院医療費を新たに助成対象とする。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

令和６年４月からの中学生通院拡充に向けて、滞りなく準備を進められた。令和６年度については、中学生
への通院の助成を開始するとともに、令和７年４月からの高校生への入院・通院医療費を助成対象とするた
めの準備を進める。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

小学6年生 小学6年生 小学6年生 中学3年生 高校3年生 高校3年生

↓

アウトカム
成果指標1

子ども医療費助成の助成対象の拡大 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

小学6年生 小学6年生 小学6年生 中学3年生 高校3年生 高校3年生

人工

指標

アウトプット
活動指標1

子ども医療費助成の助成対象の拡大 という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

20 人工

令和6年度予算額 5,901,659 千円 うち特定財源 1,261,695 千円 正規職員業務量 20

正規職員業務量 17 人工

令和5年度決算額 4,942,938 千円 うち特定財源 1,118,720 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 15 人工

令和5年度予算額 5,247,163 千円 うち特定財源 1,272,486 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

子どもの保健の向上に寄与するとともに福祉の増進を図る。

他都市の状況

全国の市区町村で同様の事業を実施している。
ただし、対象年齢、助成内容等は自治体により異なる。

市民参加の実施

令和4年度決算額 4,063,089 千円 うち特定財源 951,872

施策名 社会全体が、妊娠期を含めて子どもと子育てを支えています。また

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社
会的課題）

子どもの保護者に対し、医療費の一部を助成することにより、子どもの保健の向上及び福祉の増進を図ることを目的に、昭和
４８年９月に制度を導入。北海道からの補助を受け実施する地方単独事業である。
制度導入後、対象年齢を徐々に拡大し、令和５年度時点で通院医療費は小学生まで、入院医療費は中学生まで助成対象とし
ていたが、令和６年４月から中学生の通院医療費、令和７年４月からは高校生の入院・通院医療費を新たに助成対象に加える
ことを決定した。
本事業は地方単独事業であるものの、全国の市区町村で実施しており、助成内容は自治体間で異なっている。

事業内容
（何を実施し）

■医療費助成の内容
中学生までの子どもに対して、次の一部負担金を除き、保険診療の自己負担を助成。
①小学生まで（入院・通院）
初診時に一部負担金（医科５８０円、歯科５１０円）を自己負担。
②中学生（入院のみ）
・生計維持者が住民税非課税の方は、初診時に一部負担金（医科５８０円、歯科５１０円）を自己負担。
・生計維持者が住民税課税の方は、１割負担（ただし、５７，６００円／月の限度額あり）。
【実施結果】助成件数：２，４５３，１５８件　助成金額：４，９０８，１３９千円

■中学生の通院医療費の助成拡充に向けた準備
令和６年４月から中学生の通院医療費を新たに助成対象とするため、令和５年１２月に申請勧奨を実施し、令和６年３月下旬
に受給資格が該当となった子どもに受給者証を発送。
【実施結果】助成拡充に伴う受給者増加数：３１，５００人
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